
水の状態変化　標準問題　解説
中学1年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（はげしくなる）

固体→液体→気体と変化するにつれて、粒子の運動ははげしくなり、粒子どうしの間かくも広がります。

よくあるまちがい：状態変化では粒子の数（質量）は変わらず、運動のようすと間かくが変わる。

問2　答え：イ（増える）

水は例外で、氷になると体積が増えます（約1.1倍）。そのため、氷は水にうきます。質量は変わりません。

よくあるまちがい：多くの物質は「液体→固体で体積が減る」が、水は増える例外。

問3　答え：ア（中央がへこむ）

ろうは液体から固体になると体積が減るので、中央がへこみます。質量は変わりません。

よくあるまちがい：体積は変わるが、質量は変わらない。

問4　答え：イ（融点）

固体がとけて液体になる温度を融点といいます。純粋な物質では、とけている間は温度が一定になります。

よくあるまちがい：融点（とける）・沸点（沸騰する）を区別する。

問5　答え：イ（約100℃のまま一定）

純粋な水は約100℃で沸騰し、沸騰している間は温度が一定です。強火にすると、沸騰が早く進むだけで

す。

よくあるまちがい：火を強くしても沸点は変わらない。

問6　答え：固体 → 液体 → 気体

固体 → 液体 → 気体 の順に、粒子どうしの間かくが広くなり、体積も大きくなります（水の固体・液体は

例外）。

よくあるまちがい：気体は粒子の間かくがとても広い（体積がとても大きい）。

問7　答え：イ（決まった温度にならず、変化していく）

混合物は、沸騰が始まってからも温度が少しずつ変化し、決まった沸点を示しません。純粋な物質は決ま

った沸点を示します。

よくあるまちがい：純粋な物質＝融点・沸点が決まっている、混合物＝決まっていない。

問8　答え：下の例

あわの正体は水蒸気（気体の水）である。水の中で、液体の水が気体に変わってできたあわで、加熱を続け

ている間ずっと出続ける。空気であれば、とけていた分が出つくすと出なくなるはずなので、空気ではな

い。

採点のポイント：あわの正体が水蒸気であること／液体の水が中で気体に変わったもので、加熱中ずっと出

続けることを理由にしている

よくあるまちがい：「空気」や「湯気」と答えない。湯気は液体の小さな水滴。
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